
「ぎんなんのひみつをさぐろう」というテーマで、総合的な学習の時間に１年間

かけて学習をしてきました。子どもたちはぎんなん畑を見学したり、収穫体験をし

たりする中で、農家の方々の工夫や苦労を実感していました。学習発表会に向けて

班のメンバーと協力しながらまとめ方を工夫するなど、進んで取り組むことができ

ました。 

 

１月２３日に雪が降り、校庭の周りにも少し雪が積もりました。子どもたちは、

雪玉や雪だるまを作ったり、雪合戦をしたりするなど、雪遊びを楽しむ姿が見られ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動委員会主催の大縄大会に向けて、体育の授業や休み時間を使って練習をしま

した。練習してもなかなか記録が伸びなかった時に「もっとたくさん跳べるように

なるために、みんなで回数を数えた方がいい」という意見が出ました。そこで、実

際にみんなで声を出して数えてみると、跳べる回数が随分増えました。みんなで力

を合わせるということを学んだ子どもたち。目標達成をするためにみんなで一丸と

なって縄跳びの練習に取り組むことができました。 



３月５日に行われた６年生を送る会で劇「さるかに」の発表をしました。６年

生に楽しんでもらうためにどんな出し物をするか学級で話し合いました。台本作

りから、役決め、練習まですべて子どもたちで行いました。劇の練習では、より

よい劇となるようお互いにアドバイスをする姿が見られました。また、休み時間

に進んで小道具を作る子もいました。どの子も「よりよい劇になるように」とが

んばって取り組み、本番では６年生に「さるかに」の劇を楽しんでもらうことが

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


